
県では、自治体や企業等が、建築物の木造化などの木材利用の推進、木材利用の効果の見える化に取り組むことを
宣言する「森の国・木の街づくり」 宣言に参画し、本日「みやざき木づかい県民会議」総会において宣言書に署名します。

『森の国・木の街』づくり宣言について 山村・木材振興課
みやざきスギ活用推進室

１ 「森の国・木の街」づくり宣言について

２ 県の取組

農林水産省が提唱する、森林資源を循環利用し全国で街の
木造化を進める「森の国・木の街」の実現に向け、自治体や企業
が、木材利用の推進や効果の見える化に取り組むことを宣言として
表明するもの。 ※今年10月１日から募集開始

(1) 宣言の内容
① 建築物の木造化などの木材利用の推進
② 木材利用の効果の見える化

(2) 宣言を行った自治体・企業等（10月19日時点）
18自治体、105企業･団体

・ 民間建築物も含めた建築物全体における県産材の利用の推進
・ 木材利用の効果の見える化や県産材の利用に貢献のあった団体
等への感謝状の贈呈などPRを実施

建築物における炭素貯蔵量の見える化
（みやざき材炭素貯蔵量認証制度）

県産材の活用における
顕著な取組への表彰

この宣言をふまえ、庁舎や民間建築物も含めた建築物全体における県産材の利用を推進するとともに、木材利用の
効果の見える化など、一層のＰＲを図ってまいります。

県としての宣言は、本県が「九州初」


